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学術とスポーツの真剣味の殿堂たれ
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豊田市と包括協定を締結
声明文「スポーツを通じた教育的活動における暴力の根絶をめざして」
卒業式／各賞受賞者
研究最前線「学問としての社会調査・松谷満准教授」
ケーブルテレビで本学の教育・研究活動を順次放映
新任の学部長・研究科長・研究所長の抱負
入学式
入試結果／キャンパス間連絡バス
学生たちのキャリアアップを支援
教育後援会、同窓会の活動紹介

主な内容
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京
大
学
は
愛
知
県
豊
田
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、教

員
や
学
生
な
ど
の
人
材
や
大
学
施
設

を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
、地

域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
、

３
月
29
日
、同
市
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。今
後
、市
民
向

け
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
講
座
な
ど
大

学
が
持
っ
て
い
る
知
的
資
源
や
経
営

資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
方
策
を
、

両
者
で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、本
学
の
ほ
か
、豊
田
市
内
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
愛
知
工
業
大
学
、

愛
知
学
泉
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田

看
護
大
学
、豊
田
工
業
高
等
専
門
学

校
の
４
大
学
・
高
専
も
、豊
田
市
と
の

間
で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。今
後
、

６
者
で
連
携
協
議
会（
仮
称
）を
作
り
、

共
同
で
実
施
で
き
る
事
業
に
関
し
て

も
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

締
結
式
で
は
太
田
稔
彦
市
長
が

「
豊
田
市
は
合
併
に
よ
り
広
域
で
多

様
性
に
富
ん
だ
街
に
な
っ
た
。市
民

に
と
っ
て
文
化
・
教
育
の
機
会
の
選

択
肢
を
増
や
す
意
味
で
も
、市
内
に

あ
る
大
学
が
持
っ
て
い
る
資
源
を
有

効
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」と
協
定

の
意
義
を
説
明
。本
学
の
北
川
薫
学

長
や
各
大
学
・
高
専
の
ト
ッ
プ
ら
が

個
別
に
協
定
書
に
署
名
し
て
、太
田

市
長
と
交
換
し
た
。

　

こ
の
後
、あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
北

川
学
長
は「
本
学
の
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
、現
代
社

会
学
部
、工
学
部
が
あ
り
、

約
５
０
０
０
人
の
学
生
が

い
ろ
ん
な
形
で
地
域
と
の

交
流
を
深
め
て
い
る
。協
定

締
結
を
機
に
、ソ
フ
ト
の
部

分
で
豊
田
市
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

本
学
は
す
で
に
体
育
会

に
所
属
す
る
約
２
０
０
０

人
の
学
生
が
豊
田
市
体
育

協
会
の
会
員
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
、昨
秋
か
ら
は
同

市
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
低

炭
素
社
会
に
向
け
て
取
り

際
交
流
を
推
進
し
て
い
る
本

学
は
、米
・
ボ
イ
シ
ー
州
立
大

学
と「
交
換
留
学
に
関
す
る
個
別
協

定
」を
締
結
し
、２
月
26
日
、名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
で
調
印
式
を
行
っ
た
。

両
校
の
学
生
交
換
は
毎
年
３
人
を
限

度
に
行
い
、２
０
１
３
年
度

か
ら
実
施
す
る
。

　

ボ
イ
シ
ー
州
立
大
学
の

設
立
は
１
９
３
４
年
。米
国

ア
イ
ダ
ホ
州
最
大
の
高
等

教
育
機
関
で
、教
養
学
、ビ

ジ
ネ
ス
経
営
学
、健
康
科
学

な
ど
７
学
部
、１
９
０
の
専

攻
分
野
を
有
す
る
。学
生
数

は
２
万
２
千
人
。所
在
地
の

ボ
イ
シ
ー
市
は
河
川
や
山

岳
に
囲
ま
れ
た
景
色
の
美

し
い
町
で
、同
州
の
芸
術
・

文
化
施
設
、医
療
・
行
政
機

関
が
集
ま
る
教
育
環
境
に

恵
ま
れ
た
立
地
で
あ
る
。

　

ロ
バ
ー
ト
・
ク
ス
ト
ラ
学
長
の
代

理
で
出
席
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ

レ
ッ
ト
教
授
は「
国
際
交
流
に
力
を

入
れ
て
い
る
点
、活
気
の
あ
る
点
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
状
況
な
ど
、中

京
大
学
と
ボ
イ
シ
ー
州
立
大
学
の
共

通
点
は
多
い
。教
育
、学
生
交
流
な
ど

活
発
に
行
っ
て
い
き
た
い
」と
抱
負

を
述
べ
た
。

　

北
川
薫
学
長
は「
ボ
イ
シ
ー
州
立

大
学
の
教
育
は
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い

と
聞
い
て
い
る
。双
方
の
大
学
の
成

長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
、白
井
正
敏
国
際
セ
ン

タ
ー
所
長
は「
学
生
た
ち
の

チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
た
。今

後
も
英
語
で
何
が
で
き
る

の
か
を
学
ぶ
後
押
し
を
し

て
い
き
た
い
」と
決
意
を

語
っ
た
。

　

今
回
の
締
結
に
よ
り
、本

学
が
交
換
留
学
の
協
定
を

結
ん
だ
海
外
の
個
別
協
定

校
は
６
カ
国
18
大
学
、う
ち

米
国
が
９
大
学
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、セ
メ
ス
タ
ー
留
学

の
提
携
校
が
米
国
７
大
学

を
含
め
12
校
あ
る
。

学
資
格
セ
ン
タ
ー
主
催「
資

格
対
策
講
座
」を
受
講
し
、２

０
１
２
年
度
国
家
資
格
に
合
格
し
た

現
役
学
生
は
、合
計
で
５
０
０
人
に

上
っ
た
。

　

合
格
率
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
り
、宅
地
建
物
取
引
主
任
者
は
74
・

８
％（
全
国
平
均
16
・７
％
）、国
内
旅

行
業
務
取
扱
管
理
者
85
・
０
％（
同

35
・
６
％
）、通
関
士
27
・
３
％（
同
８
・

６
％
）を
は
じ
め
、受
講
者
の
多
い
２

級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
で
も
50
〜
60
％（
同

30
〜
40
％
）な
ど
。

　

一
方
、２
０
１
２
年
度
主
要
公
務

員
採
用
試
験（
国
家
総
合
職
・
一
般
職
、

地
方
上
級
な
ど
）で
は
、本
学
の
現
役

合
格
者
は
１
３
０
人
だ
っ
た
。２
０

１
３
年
度
の
国
家
公
務
員
採
用
人
数

組
ん
で
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車
の

実
証
実
験
に
も
約
１
０
０
人
の
学
生

や
教
職
員
が
協
力
す
る
な
ど
、地
域

と
の
連
携
を
年
々
、強
め
て
い
る
。

　

豊
田
市
側
で
は「
学
生
に
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
っ
て
も

ら
っ
た
り
、先
生
方
に
大
学
の
枠
を

超
え
て
連
続
講
座
を
開
い
て
も
ら
っ

た
り
す
る
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
」（
太
田
市
長
）と
話
し
て

い
る
。

調印式に出席した両大学の関係者

太
田・
豊
田
市
長（
右
）と
握
手
す
る
北
川
学
長

中

国

本

教
育
と

　
　

学
生
サ
ポ
ー
ト

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

本学と米・ボイシー州立大学

留学に関する個別協定を締結

海外協定校18大学に

人
材
や
施
設
の
提
供
検
討

本
学
が
豊
田
市
と
包
括
協
定

国
家
資
格
試
験

全
国
平
均
大
き
く
上
回
る
合
格
率

主
要
公
務
員
試
験

国
家
総
合
職
に
８
人
合
格

近
隣
４
校
と
も
協
力
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　学校法人梅村学園 中京大学は2012年2月、「スポーツを通じた教育的
活動における暴力の根絶をめざして」と題する声明文を発表した。教員に
よる暴力が原因で高校生が自殺に追い込まれるなど、スポーツ活動の現
場における「体罰」や「暴力」が社会問題化していることから、建学の精神
を踏まえて、暴力を排除し、社会的責任を果たすことを学内外に表明した
ものだ（全文は以下の通り）。

スポーツを通じた教育的活動における
暴力の根絶をめざして 

学校法人梅村学園 中京大学

　学校法人梅村学園 中京大学は建学の精神「学術とスポーツの真剣味
の殿堂たれ」にもとづき、スポーツを通じた教育的活動において、心身の
いずれに対しても暴力が使用されることに、断固として反対します。また、
これまでの大学における状況を厳格な批判的精神をもって検証し、暴力
を認めない基本方針を再確認していきます。 
　初等・中等教育機関の運動部活動やスポーツ組織等における暴力の
使用という憂慮すべき状況が報じられています。「教育」「指導」の美名
を用いようとも、児童・生徒および学生や選手が暴力により人間としての
尊厳を傷つけられることは容認されるものではありません。暴力が一因
となり、生徒自らが命を絶つに至る事件は誠に痛ましく、心からご冥福を
お祈りするとともに、ご遺族の無念さを思い哀悼の意を表します。 
　本学の建学の精神においては、学術とスポーツの調和をめざすことが
独自の使命として掲げられてきました。そこには、スポーツにおける競技
の技の向上をめざす中で、「ルールを守る」「ベストを尽くす」「チーム
ワークをつくる」「相手に敬意を持つ」という4つの精神の体得が謳われ
ています。本学創立者である梅村清明は「このような精神の体得者は個
人としても、家庭人としても、社会人としても、国民としても、世界人類の
１人としても誠に望ましい人間」であり、「如何なる国の如何なる時代に
おいても肯定され、歓迎される本質を有する」として、本学の教育理念の
道筋を示しました。スポーツを通じた教育的活動における暴力の使用は、
上述の4つの精神のいずれにも反するものです。 
　中京大学は、この建学の精神に則り、また培われてきた伝統をふまえ、
今後も、教職員、在学生、保護者、卒業生が互いに連携し、スポーツの教
育的機能の本質を理解した人間像を具体化する教育に努め、大学とし
ての社会的責任を果たしてまいります。

京
大
学
と
明
治
大
学
は
３
月

24
日
、サ
ッ
カ
ー
部
の
交
流

試
合
を
愛
知
県
豊
田
市
の
豊
田
ス
タ

ジ
ア
ム
で
行
っ
た
。試
合
は
中
京
大

が
２
│
１
と
リ
ー
ド
し
て
い
た
が
、

終
了
間
際
に
明
治
大
が
追
い
つ
き
、

引
き
分
け
で
終
わ
っ
た
。

　

両
大
学
の
交
流
試
合
は
昨
年
３
月
、

豊
田
市
体
育
協
会
の
設
立
60
周
年
と

財
団
法
人
化
30
周
年
、さ
ら
に
豊
田

ス
タ
ジ
ア
ム
開
設
10
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。２

回
目
の
今
年
は
、文
化
会
吹
奏
楽
団

と
体
育
会
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
が

初
め
て
共
演
し
た
ほ
か
、サ
ッ
カ
ー

部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ス
タ
ジ
ア
ム

D
J
を
務
め
る
な
ど
運
営
に
協
力
し
、

大
学
全
体
で
交
流
試
合
を
盛
り
上
げ

た
。ス
タ
ン
ド
に
は
、中
京
大
の
学
生

や
留
学
生
、地
元
豊
田
市
の
小
学
生

や
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
ら
約
１
５
０
０

人
が
詰
め
か
け
、両
チ
ー
ム
に
熱
心

な
声
援
を
送
っ
た
。

　

観
戦
し
た
北
川
薫
学
長
は「
サ
ッ

カ
ー
を
手
始
め
と
し
て
、多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
競
技
で
明
治
大
と
交
流
で
き

る
と
い
い
。ま
た
、本
学
や
名
古
屋
地

区
の
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
、関
東

だ
け
で
な
く
関
西
の
大
学
と
も
交
流

が
深
ま
る
よ
う
模
索
し
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

が
削
減
さ
れ
、合
格
者
数
も
大
幅
に

減
少
し
た
中
、最
難
関
の
国
家
総
合

職
に
は
過
去
最
多
の
８
人
が
合
格
し
、

７
年
連
続
で
合
格
者
を
輩
出
し
て
い

る
。

　

資
格
セ
ン
タ
ー
は
、学
生
の
卒
業

後
の
進
路
に
役
立
つ
各
種
対
策
講
座

を
厳
選
し
て
開
講
し
、キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

中

　
　

学
生
サ
ポ
ー
ト

教
育
と

明
治
大
学
と
サ
ッ
カ
ー
で
親
善

「
サ
ッ
カ
ー
以
外
で
も
交
流
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

北
川
学
長

豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
１
５
０
０
人
観
戦

スポーツ活動における「暴力」を排除
「建学の精神」踏まえ声明文

2010
実績

2011
実績

2012年度
実績

2010年度
実績

2011年度
実績

2012年度
実績

383 235

43 26

40 14

8 5
84 246
―

3
32
40
13
42

―

2
29
45
10
59

―

8
15
34
8

64

1

―

247

17

8

9
205
14

※2級ＦＰ技能士は、年3回の試験結果の合計

取得資格

国家資格試験の合格実績推移主要公務員試験の合格実績推移

宅地建物取引主任者
国内旅行業務
取扱管理者

総合旅行業務
取扱管理者
通関士
２級FP技能士
１級FP技能士

種別

国家総合職
国家一般職
国税専門官
裁判所一般職
地方上級

（内訳）

法務省専門職
（法務教官）

19
4
3
5
11

愛知県
名古屋市
静岡県
浜松市
その他

23
6
3
27

愛知県
名古屋市
静岡県
その他

26
8
3
3

24

愛知県
名古屋市
静岡県
岐阜県
その他
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中
京
大
学
に
入
学
す
る
前
の
私
は
、

勉
強
が
嫌
い
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
入
学
し
て
わ
ず

か
半
年
の
間
に
、
勉
強
に
対
す
る
認

識
が
１
８
０
度
、
変
わ
り
ま
し
た
。

勉
強
嫌
い
だ
っ
た
私
が
、
毎
日
、
惹

き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
机
に
向
か
い
、

法
律
書
を
紐
解
く
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

大
学
で
の
学
問
は
、
常
に
自
分
で

問
題
を
設
定
し
、
自
ら
思
考
し
、
結

論
を
導
き
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
用
意
さ
れ
た
答
え
の
な
い
領
域

に
、
知
の
限
り
を
尽
く
し
て
挑
む
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
で
す
。「
学
問

す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
活
力
に
満

ち
溢
れ
、
知
的
な
緊
張
を
も
た
ら
し

ま
す
。
衝
撃
で
し
た
。

　

ゼ
ミ
は
、
多
く
の
友
人
と
先
生
を

交
え
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
議
論
を
行
え
る
場
で
し
た
。

し
か
し
、
喧
々
諤
々
の
議
論
を
尽
く

せ
る
以
上
に
、
仲
間
と
の
交
流
の
機

会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
て
勉
学
す
る
だ
け
で

な
く
、
勉
学
に
思
い
悩
み
、
疲
れ
た

時
に
、
ゼ
ミ
で
の
人
間
関
係
が
清
涼

剤
の
役
割
を
果
し
て
く
れ
ま
し
た
。

仲
間
が
私
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
は
帝
国
議
会
の
速
記
録

や
英
語
の
文
献
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
り
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
に
お
け
る
判

例
の
読
み
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
い

た
り
し
ま
し
た
。
法
曹
界
を
目
指
し

て
法
科
大
学
院
を
受
験
す
る
私
の
た

め
に
、
緻
密
な
計
画
を
立
て
て
熱
心

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

の
充
実
し
た
大
学
生
活
は
、
本
学
の

素
晴
ら
し
い
先
生
方
な
く
し
て
は
絶

対
に
存
在
し
え
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

法学部　諸井　雄佑

卒
業
生
代
表

謝　

辞
（
大
要
）

３
０
８
５
人
の
門
出
を
祝
う

　

中
京
大
学
で
過
ご
し
た
４
年
間
は
、

心
の
底
か
ら
興
味
が
湧
き
あ
が
っ
て

く
る
よ
う
な
学
び
と
大
切
な
仲
間
に

囲
ま
れ
た
、
素
晴
ら
し
い
時
間
で
し

た
。「
Ｃ
Ｆ
Ｐ
」と
呼
ば
れ
る
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
講

座
で
は
、
税
金
や
年
金
、
経
済
、
法

律
な
ど
多
種
多
様
な
事
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
ど
れ
も
が
今
ま
で
学
ん
で

き
た
物
よ
り
も
遥
か
に
難
し
く
、
大

学
の
図
書
館
に
足
し
げ
く
通
っ
て
は
、

夜
10
時
の
閉
館
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流

れ
る
ま
で
、
机
に
張
り
付
い
て
い
ま

し
た
。

　

弱
く
て
、
い
つ
も
不
安
を
抱
え
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
私
が
困
難
に
立

ち
向
か
う
事
が
出
来
た
の
は
、「
銀

行
員
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
と
、

講
座
で
出
会
っ
た
９
人
の
仲
間
の
存

在
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
経
済
学
部
の
ゼ
ミ
で
は
、

テ
レ
ビ
局
の
社
員
の
方
と
共
に
、
テ

レ
ビ
局
の
放
送
分
野
以
外
の
新
規
事

業
を
立
案
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
の
時
間

は
私
に
「
組
織
で
動
く
」
と
い
う
事

の
真
髄
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
厳

し
く
も
優
し
い
先
生
や
大
切
な
仲
間

達
と
出
会
う
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
中
京
大
学
に
も
う
通
う
こ
と

は
な
い
の
だ
と
思
う
と
、
言
葉
に
で

き
な
い
胸
の
詰
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

　

通
い
慣
れ
た
駅
、
想
い
出
の
詰
ま

っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
、
優
し
い
職
員
の

方
々
や
一
緒
に
笑
い
合
っ
た
後
輩
た

ち
。
そ
の
全
て
が
、
私
た
ち
の
大
切

な
宝
物
で
す
。

　

社
会
人
と
な
り
ま
す
が
、
育
て
て

い
た
だ
い
た
中
京
大
学
に
恩
返
し
が

で
き
る
よ
う
な
、
立
派
な
大
人
に
な

り
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

経済学部　大石　有純

２
０
１
２
年
度

　

２
０
１
２
年
度
の
中
京
大
学
卒
業

式
が
３
月
19
日
、
日
本
特
殊
陶
業
市

民
会
館
で
午
前
と
午
後
の
２
部
に
分

か
れ
て
開
か
れ
、
学
部
生
２
９
７
８

人
、
大
学
院
生
１
０
７
人
の
計
３
０

８
５
人
が
巣
立
っ
た
。
強
い
風
雨
に

見
舞
わ
れ
た
前
日
と
は
打
っ
て
変
わ

っ
て
青
空
が
広
が
り
、
卒
業
生
ら
は

学
友
や
恩
師
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を

し
た
り
思
い
出
を
語
り
あ
っ
た
り
し

て
、
い
つ
ま
で
も
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
た
。

　

式
典
で
は
北
川
薫
学
長
か
ら
大
学

院
・
学
部
の
各
代
表
に
学
位
記
、
卒

業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
学
業
や
課
外

活
動
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

卒
業
生
ら
に
学
長
賞
や
学
部
長
賞
、

同
窓
会
賞
、
創
立
者
賞
な
ど
が
贈
ら

れ
た
。

　

式
辞
で
は
北
川
学
長
が「
ヒ
ト
、モ

ノ
、
金
が
国
境
を
越
え
て
自
由
に
行

き
交
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、個
の
充
実
。自
分
を
磨

き
、
ど
こ
ま
で
も
自
分
ら
し
さ
を
素

直
に
出
し
、
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と

で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
そ
れ
が
中
京
大
学
の
建
学

の
精
神
が
指
し
示
す
生
き
方
で
も
あ

る
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

ま
た
、
梅
村
学
園
の
小
川
英
次
理

事
長
は「
こ
の
４
年
間
は『
停
滞
』『
閉

塞
』『
混
沌
』
と
い
っ
た
言
葉
が
幾
重

に
も
連
な
る
時
代
だ
っ
た
が
、
皆
さ

ん
は
今
後
、
職
業
人
と
し
て
の
自
覚
、

卒
業
式
を
挙
行

おおいし　　ゆずみもろい　　ゆうすけ
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学長賞
◆文［日本文］　桑畑朱里（和歌山･田辺）　［言語表
現］　石津有紀子（三重･四日市南）　◆国際英語［国
際英語］　藤田佳苗（愛知･桜台）　［英米文化］　千葉
今日香（岐阜･長良）　◆国際教養　園部史織（愛知･
桃陵）　◆心理　境絢香（愛知･国府）　◆現代社会　鬼
頭美月（愛知･千種）　◆法　諸井雄佑（静岡･袋井）　◆

総合政策　富田有美（香川･善通寺第一）　◆経済　大
石有純（愛知･菊里）　◆経営　加藤愛（愛知･旭野）　◆

情報理工［情報システム工］　酒光真理（岐阜･鶯
谷）　［情報知能］　辻井翔一（愛知･中村）　［情報メデ
ィア工］　安田沙織（岐阜･関）　［機械情報工］　橋本
定佳（愛知･西尾）　◆体育［体育科］　川口晃弘（愛知
･向陽）　［健康科］　遠山千尋（愛知･向陽）
学部長賞
◆文［日本文］　飯塚彩（長野･赤穂）　［言語表現］　別
所華子（三重･津）　◆国際英語［国際英語］　倉知志
帆（愛知･春日井南）　［英米文化］　勝田梨月（愛知･中
京大中京）　◆国際教養　高木彩（愛知･名古屋国際）　◆
心理　雨林真由（静岡･掛川西）　◆現代社会　出口文
香（愛知･高校卒業程度認定試験）　◆法　松本絢衣（静
岡･磐田南）　◆総合政策　鬼頭亜美（愛知･日進西）　◆
経済　斎藤佑樹（茨城･下妻第一）　◆経営　蓮池佑都
（静岡･浜松工業）　◆情報理工［情報システム工］
若原雅斗（岐阜･大垣東）　［情報知能］　蒲恵太（岐阜
･郡上）　［情報メディア工］　小山史織（愛知・江南）
［機械情報工］　櫻本泰憲（岐阜･富田）　◆体育［体
育科］　赤澤祐美（愛知･刈谷北）　［健康科］　小田萌
子（愛知･中京大中京）

同窓会賞
◆文［日本文］　坂本龍（愛知･愛知商業）　［言語表
現］　杉本実紀（愛知･東海学園）　◆国際英語［国際
英語］　吉田真弓（愛知･豊橋東）　［英米文化］　竹重
紗奈子（愛知･中京大中京）　◆国際教養　江崎由季
（三重･四日市）　◆心理　中村さくら（愛知･富田）　◆現
代社会　天野紗希（愛知･豊川）　◆法　山北真也（愛
知･春日井南）　◆総合政策　清水彩香（岐阜･多治見
西）　◆経済　多賀光範（三重･久居）　◆経営　稲吉輝
（愛知･昭和）　◆情報理工［情報システム工］　竹内
文哉（福井･金津）　［情報知能］　鈴木航平（愛知･中京
大中京）　［情報メディア工］　野末将貴（愛知･新城
東）　［機械情報工］　青木大樹（愛知･刈谷北）　◆体育
［体育科］　新井翔太（愛知･愛知）　［健康科］　石田
菜月（愛知･岡崎北）
優等賞
◆心理　日比野百（岐阜･岐阜北）　早川葵（愛知･桜
台）　◆現代社会　小木曽有花（愛知･旭野）　黒柳詩
織（群馬･高崎女子）　斉藤有紀（石川･金沢桜丘）　早矢

仕実里（岐阜･多治見）　棚橋
望（岐阜･加納）　◆法　山本
将生（静岡･静岡西）　伊藤拓
磨（愛知･鳴海）　伊吹綾乃
（愛知･一宮興道）　木村久人
（滋賀･東大津）　山岸里紗
（愛知･名東）　五百田雄介
（愛知･中京大中京）　◆総合
政策　大脇仁美（愛知･尾
北）　成澤史織（岐阜･大垣
西）　小澤孝太（三重･海星）
◆経済　藤嶋由理奈（愛知
･岡崎）　石橋吟華（愛知･半
田）　中根紘美（愛知･岡崎
西）　田代浩子（愛知･安城
東）　飯田雅崇（愛知･愛知）
木村祐子（三重･四日市）　◆
経営　中尾美乃梨（三重･
津商業）　白井佑季（愛知･旭
丘）　山口裕美子（愛知･旭
野）　清水志帆（岐阜･岐阜商
業（県立））　岸川いずみ（愛
知･西陵）　宇佐見真以（愛知
･椙山女学園）　◆体育［体育
科］　山本雄太（愛知･豊橋
東）　田中美菜子（愛知･滝）
内田賢樹（山梨･巨摩）　石
川祐（愛知･千種）　堀渕真
央（愛知･安城東）　吉田朋世
（愛知･愛知）　秋田桃香（愛
知･千種）　小林美樹（愛知･
桜花学園）
創立者賞
◆大学祭実行委員会　▶豊田委員長　豊田誠二
（情報理工･愛知･豊田）　◆体育会　▶幹事長　中西佑
輔（体育･三重･鈴鹿工業高専）　◆文化会　▶幹事長　保
屋野友愉（経営･愛知･東海南）　◆体育会　▶アメリ
カンフットボール部　河村泰稔（情報理工･愛知･
名古屋）　大川卓馬（体育･三重･津西）　水田貴之（体育
･大阪･三島）　吉見拓真（体育･愛知･西尾）　▶アルテ
ィメット部男子　山田大輔（現代社会･滋賀･長浜）
浅井優介（体育･愛知･愛知）　荒川太陽（体育･愛知･
春日井）　馬瀬開（体育･愛知･明和）　近藤信吾（体育･
愛知･東郷）　竹内裕平（体育･愛知･春日井南）田邉圭
祐（体育･愛知･春日井）　野木敬太（体育･愛知･春日井）
花本直也（体育･愛知･春日井）　久野瑞絵（体育･愛知
･瑞陵）　甲斐昌平（体育･愛知･東郷）　▶アルティメ
ット部女子　川崎愛里沙（体育･愛知･中京大中京）
河野雅（体育･愛知･中京大中京）　木村友紀（体育･愛
知･瑞陵）　林奈央子（体育･愛知･愛知淑徳）　山尾久美
子（体育･鳥取･米子東）　▶ウエイトリフティング
部　福本真莉恵（現代社会･愛知･椙山女学園）　荒川
真吾（体育･愛知･愛工大名電）　有松海人（体育･愛知･
名城大附属）　▶剣道部　遠山翔子（体育･愛知･名古屋
大谷）　中根未来（体育･愛知･星城）　▶サッカー部　石
川湧也（体育･群馬･前橋育英）　石原卓（体育･愛知･中
京大中京）　小木曽裕紀（体育･岐阜･帝京大可児）　佐
藤和弘（体育･岐阜･磐田東）　新里亮（体育･愛知･岡崎
城西）　中村亮太（体育･愛知･中京大中京）　▶自転車
競技部　中根英登（体育･愛知･緑）　▶水泳部　伊藤
健太（体育･愛知･中京大中京）　則武寛唯（体育･岐阜･
帝京大可児）　藤川京太郎（体育･北海道･双葉）　小野
恵里奈（体育･宮城･気仙沼）　小松原彩香（体育･長野
･赤穂）　▶スケート部　大嶽涼香（現代社会･愛知･桜

花学園）　無良崇人（体育･岡山･倉敷翠松）　▶ソフト
テニス部男子　荻原雅斗（体育･岐阜･東北）　田中
翔（体育･愛知･富田）　中山陽司（体育･和歌山･和歌山
北）　▶ソフトテニス部女子　別所朋美（体育･愛知
･豊田大谷）　▶ソフトボール部男子　宮地達也（情
報理工･愛知･愛産大三河）　石原健詞（体育･愛知･名古
屋南）　小池昌弘（体育･山梨･甲府第一）　宮平佳太（体
育･沖縄･読谷）　山本佑馬（体育･広島･尾道東）　▶ハン
ドボール部男子　新井翔太（体育･愛知･愛知）井
上諒太郎（体育･京都･洛北）　岡山健太（体育･愛知･
愛知）　北端裕介（体育･愛知･愛知）　後藤隆志（体育･
愛知･名東）　野村浩輝（体育･山口･岩国工業）　八木大
輔（体育･鹿児島･熊本マリスト学園）　高木直澄（体育･
三重･いなべ総合学園）　▶フェンシング部　後藤光
吉（現代社会･岐阜･岐阜各務野）　岩田茂貴（体育･岐阜
･大垣南）　新田涼平（体育･和歌山･和歌山北）　▶陸上
競技部　中村明彦（体育･愛知･岡崎城西）　二枚田一
平（体育･石川･小松工業）　古川拓夢（体育･岐阜･武義）
星畑朗人（体育･和歌山･和歌山工業）　屋貝博文（体
育･愛知･中京大中京）　安井一樹（体育･愛知･豊田大
谷）　和戸達哉（体育･岐阜･中津商業）　市川華菜（体育
･愛知･岡崎城西）　加藤晴香（体育･三重･久居）　河澄
真子（体育･愛知･岡崎城西）　齋藤結（体育･愛知･豊明）
吉川侑美（体育･愛知･桜花学園）　和田健太郎（体育･
岐阜･加納）　◆文化会　▶書道部　真野沙織（総合政策
･岐阜･大垣東）　近藤祐加（文･愛知･蒲郡）　塩田明里
（文･愛知･中京大中京）
団体賞理事長杯
ソフトテニス部男子
創立者　梅村清明　体育会杯
市川華菜（陸上競技部）

喜びの各賞受賞者 学
ぶ
心
、
協
力
す
る
心
、
こ
の
三
つ

を
大
切
に
し
て
、
自
分
の
未
来
を
切

り
開
き
、
時
代
の
先
導
者
と
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

こ
の
後
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
、

午
前
の
部
で
は
経
済
学
部
の
大
石
有

純
さ
ん
が
「
学
生
生
活
を
支
え
て
も

ら
っ
た
先
生
や
職
員
の
皆
さ
ん
、
友

人
た
ち
、
中
京
大
学
で
過
ご
し
た
全

て
を
誇
り
に
、
力
強
く
前
進
し
て
い

き
た
い
」、
午
後
の
部
で
は
法
学
部

の
諸
井
雄
佑
さ
ん
が
「
私
は
今
、
中

京
大
学
は
『
学
問
の
府
』
と
し
て
学

生
に
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
提

供
し
て
く
れ
る
大
学
だ
と
、
確
信
を

持
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。



松
谷  

満

現
代
社
会
学
部
准
教
授

学
問
と
し
て
の
社
会
調
査

　
　

通
説
と
異
な
る
発
見
も

6

　

混
沌
と
し
た
政
治
状
況
の
中
で
、

現
代
社
会
学
部
の
松
谷
満
准
教
授
の

研
究
領
域
で
あ
る「
政
治
に
お
け
る

社
会
調
査
」が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
が
行
っ
て
い
る

各
種
調
査
と
の
違
い
や
、学
問
と
し

て
の
社
会
調
査
の
面
白
さ
な
ど
を
聞

い
た
。

―

マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
や
出

口
調
査
と
、学
問
と
し
て
の
社
会
調
査

と
の
一
番
大
き
な
違
い
は
な
ん
で
す
か
。

　
マ
ス
コ
ミ
の
調
査
は
、意
見
の
分
布

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、ど
の

よ
う
な
投
票
が
な
さ
れ
た
か
、と
い
う

事
実
を
単
に
伝
え
る
も
の
、も
し
く
は
、

投
票
結
果
を
予
測
す
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。対
し
て
私
が
行
っ
て
い
る

よ
う
な
学
問
と
し
て
の
政
治
意
識
調

査
は
、投
票
行
動
や
意
見
の
分
布
の

社
会
的
背
景
を
探
る
こ
と
に
、よ
り

重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。

―

世
論
・
出
口
調
査
は
直
近
選

挙
の
投
票
行
動
を
探
る
目
的
も
あ
り

ま
す
が
、学
問
の
社
会
調
査
に
よ
っ
て

投
票
行
動（
選
挙
結
果
）を
予
測
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
か
。

　

不
可
能
で
す
。私
の
行
っ
て
い
る
よ

う
な
調
査
で
は
今
後
の
展
開
に
な
ん

ら
か
の
示
唆
を
得
る
こ
と
は
で
き
る

で
し
ょ
う
が
、「
予
測
」は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。そ
も
そ
も
そ
れ
を
目
的
と

し
て
い
ま
せ
ん
。

―

数
字
に
よ
っ
て
社
会
を
分
析

す
る
研
究
で
あ
れ
ば
、数
字
の
と
り
方

が
重
要
に
な
り
ま
す
。統
計
偽
造
の
よ

う
に
、意
図
的
に
操
作
さ
れ
た
数
字

を
排
除
す
る
の
は
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

　

意
識
調
査
の
場
合
、数
字
の
と
り

方
ひ
と
つ
に
よ
っ
て
、調
査
結
果
は
大

き
く
違
っ
て
く
る
こ
と
は
よ
く
あ
り

ま
す
。し
た
が
っ
て
、一つ
の
調
査
で
の

結
果
の
み
を
信
頼
し
す
ぎ
る
の
は
か

え
っ
て
現
実
の
理
解
を
損
な
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。自
分
の
得
た
い
と
思
っ

て
い
る
結
果
を
無
理
に
作
り
出
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
、そ
の

点
は
よ
く
よ
く
注
意
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

―

今
後
は
ど
の
分
野
が
研
究
対

象
に
な
り
ま
す
か
。

　

常
に
、人
々
の
意
識
の
あ
り
方
と
そ

の
背
景
に
あ
る
社
会
環
境
及
び
そ
の

変
化
に
注
目
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
は
特
に
価
値
感
や
信
念
と
い
っ
た

も
の
を
中
心
に
考
え
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
さ
ら
に
違
う
分
野
に
も
目
を

む
け
て
い
く
予
定
で
す
。今
年
度
か
ら

出
身
地
の
福
島
で
小
さ
な
お
子
さ
ん

を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
原
発
事
故

に
よ
る
生
活
の
変
化
や
不
安
に
つ
い

て
の
調
査
を
共
同
で
始
め
ま
し
た
。

―
最
後
に「
社
会
調
査
」の
面
白

さ
を
一
言
で
い
う
と
。

　

本
や
資
料
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
、学
問
の
面
白
さ
で
す
が
、実
際
に

質
問
し
調
査
か
ら
普
通
の
人
々
の
意

見
の
全
体
像
を
探
っ
た
り
、イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
で
よ
り
じ
っ
く
り
と
お
話

を
う
か
が
う
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
の
通

説
と
は
ま
た
異
な
る
発
見
が
次
々
と

で
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
面
白
さ
を

学
生
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

学
問

状
況
の
中
で

治
状

混
沌
と
し
た
政
治 5

バル展開をしていくうえでの課題を指摘
した。
　このほか、人工知能高等研究所の加納
政芳氏（情報理工学部准教授）は「社会
生活を支える機械システム」、体育研究所
の荒牧勇氏（スポーツ科学部准教授）は
「ＭＲＩでヒトの筋肉をみる、脳をみる」と
題して発表。
　文化科学研究所の明木茂夫氏（国際
教養学部教授）は「『黄河』はなぜ『ホワン
ホー』になったのか―社会科教科書・地
図帳中国地名カタカナ表記の研究」、社
会科学研究所の古川浩司氏（法学部教
授）は「知られざる日本の境界研究」につ
いて発表した。
　進行役を務めた社会科学研究所の檜
山幸夫所長（法学部教授）は「大学力、教
育と研究の総合力が問われている時代。
研究を軸に集まる場を持つのが大学本
来の姿だ」と話していた。

てていきたい」と抱負を語った。
　続いて行われた研究発表
では、経済研究所の増田淳
矢氏（経済学部准教授）が
「日本の都道府県別失業率」
に言及、「地域別に失業率を

みると、大阪と沖縄の失業率が極端に高
い。単に景気だけでなく、特異な事情、地
域的な属性が影響している点に注目すべ
き」と述べ、研究成果の一端を披露した。
　また、企業研究所の銭佑錫氏（経営学
部教授）は「日韓のマネジメント比較」と題
して、日本と韓国の主要自動車部品企業
４社の事例分析を紹介。技能者の養成に
こだわる日本企業と、人よりも機械や設備
に重点投資する韓国企業の生産現場の
違いに触れ、「海外生産比率が50％を超
え、スピード経営が求められる中で、海外
の工場でも日本国内と同様の技能形成
が出来るかどうか」と、日本企業がグロー

　本学の教員同士が専門分野の枠を超
えて交流を活発化していこうと、第１回研
究交流会が１月28日、名古屋キャンパス・
アネックス６階のアネックスホールで開か
れた。大学全体の研究力向上につなげる
のが狙い。北川薫学長の呼びかけに応じ
る形で約50人の教員が参加し、大学や学
部に設置された６研究所の代表者の研
究発表に耳を傾けた。
　会の冒頭、北川学長は「教員同士がお
互いの研究テーマに対する理解を深める
ことで、いずれ大学全体で統一の研究
テーマを設定できるようにと願っている。
また、次代の中京大学を担う研究者を育

●
松
谷　

満（
ま
つ
た
に・み
つ
る
）

福
島
市
出
身
。名
古
屋
大
学
文
学
部
卒
。大

阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
修
了
。博
士（
人
間
科
学
）。２
０
０
４

年
徳
島
大
学
講
師
、08
年
桐
蔭
横
浜
大
学
講

師
、11
年
か
ら
中
京
大
学
准
教
授
。専
門
は
社

会
学
。担
当
科
目
は
社
会
調
査
論
な
ど
。

教
員
の

　
　

研
究

大学全体の研究力向上へ

６研究所の代表者が発表
第１回 研究交流会
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田
市
中
心
部
に
も
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
増
設
さ
れ
る
計
画
で
、学
生
の

活
動
範
囲
は
さ
ら
に
広
が
り
そ
う
だ
。

　
「
週
刊
地
域
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」は
、地

域
の
話
題
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

新
聞
記
者
や
学
識
経
験
者
ら
が
検
証

す
る
番
組
で
、今
後
も
本
学
の
教
員

ら
が
地
域
社
会
や
住
民
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
教
育
・
研
究
活
動
な
ど

が
順
次
、取
り
上
げ
ら
れ
る
予
定
だ
。

恥
だ
と
す
る
。さ
ら
に
八
景
の
勢
多
夕
照
を
と
り
あ
げ

て
、眺
望
が
素
晴
ら
し
い
こ
の
あ
た
り
を
通
ら
な
い
人

は
い
な
い
の
で
、そ
の
通
る
人
を
と
ど
め
て
一
句
を
書

か
せ
、永
く
家
宝
と
し
た
い
と
述
べ
る
。そ
し
て「
十
六

夜
や
勢
田
の
夕
日
の
さ
め
て
か
ら
」の
一
句
を
し
た
た

め
る
。そ
の
後
は
塘
雨
以
下
、百
七
十
名
を
超
え
る

人
々
が
、自
筆
で
一
頁
に
一
句
ず
つ
を
記
す
が
、和
歌

や
漢
詩
、俳
画
な
ど
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

蝶
夢
は
、瀬
田
の
唐
橋
に
近
く
、芭
蕉
の
墓
が
あ
る

義
仲
寺
の
荒
廃
を
嘆
い
て
翁
堂
な
ど
を
再
建
し
、寛
政

五
年（
一
七
九
三
）に
芭
蕉
百
回
忌

を
盛
大
に
行
っ
た
。帳
の
中
程
に
記

さ
れ
た
蓮
風
の
二
首
の
和
歌
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ「
翁
の
塚
に
詣
で
て
」「
百

め
ぐ
り
の
日
に
あ
ひ
て
」と
あ
る
。

芭
蕉
百
回
忌
前
後
に
義
仲
寺
に

集
っ
た
諸
国
の
人
々
が
筆
を
と
っ

た
と
思
わ
れ
る
句
帳
で
あ
る
。新
旧

義
仲
寺
無
名
庵
主
の
重
厚
、沂
風
、

蝶
夢
の
俳
弟
杜
音
の
ほ
か
、巣
兆
、

一
茶
、秋
里
籬
島
ら
の
名
も
見
え
る
。

（
文
学
部
教
授　

柳
沢
昌
紀
）

　

表
紙
や
冒
頭
に
題
は
な
く
、書
名
は
仮
の
も
の
。半

紙
本
一
冊
。江
戸
時
代
中
期
の
僧
で
、蕉
風
俳
諧
の
復

興
を
志
し
た
俳
人
蝶
夢
が
序
文
を
記
す
。

　

そ
の
序
は
近
江
八
景
の
四
景
に
ふ
れ
て
、「
詩
客
歌

人
」や「
俳
諧
の
好
き
者
」が
こ
の
景
色
を
見
な
い
の
は

学
部
長
が
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
記
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
形
で
出
演
し
た
。

「
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
同
じ
地
区
に
あ

る
大
学
と
し
て
社
会
実
験
に
協
力
し

た
。学
生
や
教
職
員
の
使
い
方
を
調

査
し
て
、電
気
自
動
車
を
実
用
的
に

使
う
時
に
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
め
ば
よ
い
の
か
、分
か
る
よ

う
に
な
れ
ば
」と
井
口
学
部
長
。実
験

に
参
加
し
て
い
る
学
生
も
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン（
多
機
能
携
帯
電
話
）で
電

気
自
動
車
の
予
約
す
る
場
面
な
ど
の

撮
影
に
協
力
し
た
。こ
れ
ま
で
バ
イ

ク
通
学
し
て
い
た
学
生
は「
雨
が

降
っ
た
り
、荷
物
が
多
か
っ
た
り
し

た
時
は
不
便
に
感
じ
て
い
た
が
、そ

の
点
、電
気
自
動
車
は
と
て
も
便
利

で
す
」と
答
え
て
い
た
。今
秋
に
は
豊

　

低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
本
学
が
連
携
し
て

行
な
っ
て
い
る
超
小
型
電
気
自
動
車

の
実
証
実
験
の
様
子
が
３
月
、愛
知

県
豊
田
市
に
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

「
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
番
組

「
週
刊
地
域
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」で
放
映
さ

れ
た
。

　

実
証
実
験
は
昨
年
秋
に
ス
タ
ー
ト
。

学
生
と
教
職
員
の
有
志
約
１
０
０
人

が
通
学
通
勤
時
に
小
型
電
気
自
動
車

10
台
を
共
同
利
用（
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
）、本
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
名

鉄
豊
田
線
浄
水
駅
、愛
知
環
状
鉄
道

貝
津
駅
間
を
移
動
し
、二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）削
減
や
渋
滞
緩
和
に
つ
な

が
る
、快
適
な
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を

模
索
し
て
い
る
。

　

番
組
で
は
井
口
弘
和
・
情
報
理
工

図書館の貴
重
書
6

俳
人
自
筆
句
集
　（
貴
１
２
３
）

芭
蕉
百
回
忌
前
後
の
句
帳

MIT認知科学大事典
長滝 祥司（国際教養学部教授）他

編集監事
…

　認知科学とは、哲学、心理学、神経
科学、言語学、人工知能、人類学など
からなる、人間の心についての総合科
学である。本書は、認知科学全般に渡
る重要概念を網羅した、ほかに類を
見ない事典である。用語解説以外に
も、各分野の研究動向を概観する解
説文も充実しており、専門家はもとよ
り、他分野の研究者や、これから認知
科学を学ぼうとする初学者にもお薦
めできる「読み物」となっている。
共立出版。2012年11月25日刊。
1,480頁。税込39,900円

豊
田
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

「
電
気
自
動
車
の
社
会
実
験
」放
映

ち
ょ
う
む

せ 

た 

の

せ　

た

と 

う 

う

ぎ
ち
ゅ
う 

じ

れ
ん 

ぷ
う

む
み
ょ
う
あ
ん

じ
ゅ
う
こ
う

き  

ふ
う

と  

い
ん

そ
う
ち
ょ
う

あ
き
ざ
と
り  

と
う

い
っ
さ

せ
き
し
ょ
う

　
　

研
究

教
員
の

著  書  紹  介
Works Published
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教授／村井　信行／理論物理学
教授／竹内　敏子／健康
教授／神田　和幸／手話学
准教授／園田　暁子／イギリス文学
心理学部心理学科
教授／平田　昭次／行動心理学
教授／八尋　華那雄／臨床心理学
助教／渡部　千世子／発達心理学
現代社会学部現代社会学科
教授／志村　明子／家族社会学
教授／鈴木　道子／比較文学

法学部法律学科
教授／山岸　敬子／行政法
経済学部経済学科

教授／原田　実／経済学史
教授／岩下　有司／景気循環論
経営学部経営学科
教授／古田　秋太郎／経営学
情報理工学部情報システム工学科
助教／藤原　孝幸／画像処理
体育学部健康科学科
教授／田中　豊穂／健康学概論
スポーツ科学部競技スポーツ科学科
助教／森重　貴裕／バスケットボール
スポーツ科学部スポーツ健康科学科
助教／坂口　結子／水泳
法務研究科
教授／加納　駿亮／刑事実務系

　本研究科は、1990年
に設立され、高等教
育機関の研究者・教
育者を送り出してきた。
家族社会学、メディア

社会学、地域社会学といった社会学
の諸領域はもとより、社会福祉学、
文化人類学、心理学の優れた研究者
が、研究教育にあたっている。こう
した実績と現状をアピールし、より
多くの方々に研究の機会を提供した
い。

東京都立大学大学院社会科学研究科
博士後期課程。文学修士。文化人類
学。61歳。

社会学研究科長　斉藤　尚文
　法学研究科が置かれ
ている状況は、現在の
我国の人文社会系大学
院が抱えている深刻な
問題とかかわっている

ことから、かかる点を踏まえて研究
科の改革に取り組みながら、本来あ
るべき学問の場としての大学・大学
院に取り戻せるように努力していき
たい。
日本大学大学院文学研究科博士後期
課程。文学修士。日本近代史。64歳。

法学研究科長　檜山　幸夫
　経済学研究科は1991
年設置以来、研究者や
税理士などを志望する
学生、留学生を受け入
れ、多くの人材を世に

輩出し、2009年には経済学専攻と総
合政策学専攻の2専攻体制となった。
今後も、経済学の専門領域をひとつ
の基盤としつつも、多様な社会のニ
ーズに合う大学院作りに向けてさら
なる充実を図りたい。

名古屋大学大学院経済学研究科博士
後期課程。博士(経済学)。計量経済
学。61歳。

経済学研究科長　山田　光男

　本研究科は小規模
ではあるがゆえに小
回りが利き、教員間、
教員と学生間の風通し
が良いことが 1つの特

徴である。レベルの高い論文執筆の
ために指導体制の改善を積み重ねて
きたが、これらの取り組みが学生、
教員双方に創発的な刺激を与えるこ
とで研究の質が向上している。この
創発的な環境を大切にした運営を心
がけたい。

大阪工業大学大学院工学研究科博士
後期課程。博士（工学）。経営情報。
45歳。

経営学研究科長　向日　恒喜
　ビジネス・イノベー
ション研究科は、「組織
のリーダーとして活躍
したい、起業家として
自分の可能性に挑戦し

たい、もう一度学び直して自分の夢
の実現を図りたい」と考える意欲的
な人々が集うMBA大学院である。教
職員力を合わせて、「学びのコミュニ
ティー」の実現に取り組んでいきた
い。

青山学院大学大学院国際マネジメン
ト研究科博士後期課程。博士（国際
経営学）。経営戦略論他。63歳。

ビジネス・イノベーション研究科長　宮川　正裕
　法務研究科は、法曹
養成のための教育機関
として 2004年度にス
タートした法科大学院
であり、今年度10年目

の節目を迎える。最小規模の法科大
学院でありながら、多くの法律実務
家教員を配し、これまでに40名の司
法試験合格者を輩出してきた。これ
からも、本研究科の教育目標である
「社会的正義を担う法曹の養成」に努
めたい。

中央大学大学院法学研究科博士後期
課程。法学修士。憲法学。55歳。

法務研究科長　横尾　日出雄

　世の中「個性」だの
「自分らしさ」だのと
喧しいが、何と空虚な
ことか。私は本研究所
の個性よりも、研究所

の普通さをまず大切にしたいと考え
ている。普通の事を責任持って着実
に運営することは、実は地道な努力
を要する大変なことだ。その地道な
努力を経ずしては、世に問うべき研
究成果は生まれないものだと信ずる。

九州大学大学院文学研究科博士後期
課程。文学修士。中国文学・中国語
学。50歳。

文化科学研究所長　明木　茂夫

新
研
究
科
長
の
抱
負

新
研
究
所
長
の
抱
負
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新
学
部
長
の
抱
負

　　　　　　（4月1日付）
学部・学科／職位／氏名／主な担当科目

文学部日本文学科
教授／播磨　良紀／日本史
国際教養学部国際教養学科
准教授／松浦　明宏／論理学A・B
准教授／太田　めぐみ／個人スポーツ
（卓球など）
講師／三上　傑／メディア英語A・B
心理学部心理学科
助教／長谷川　有香／心理学基礎演習

現代社会学部現代社会学科
教授／亀井　哲也／博物館学各論

教授／松田　茂樹／現代家族論
経済学部経済学科
准教授／平澤　誠／財政政策
経営学部経営学科
准教授／川端　勇樹／経営管理論

工学部機械システム工学科
助教／上野　ふき／工学基礎実験

工学部電気電子工学科
助教／舟橋　琢磨／コンピュータ・
リテラシ

工学部情報工学科
助教／村田　晴美／情報システム工学

工学部メディア工学科
助教／中　貴俊／メディア技術1

スポーツ科学部競技スポーツ科学科
助教／三宅　恵介／スポーツ実技B
（柔道）
スポーツ科学部スポーツ健康科学科
教授／坂本　龍雄／健康学概論
助教／村田　祐樹／テーピング・マッ
サージ実習
助教／草薙　健太／スポーツ実技B
（水泳）

　　　　　　（3月31日付）
学部・学科／職位／氏名／専攻分野

国際教養学部国際教養学科

　文学部は大学の良心
である。良心なき者は
去れ。学部長としての
私の抱負は、この自覚
と自負に尽きる。

　人類の英知の根源をなす言葉の学
を奉ずる者として、常に理想に照ら
して自らを省みつつ前進してゆきた
い。本来の姿は哲・史・文。発展を
続ける本学の牽引車たるべく、来年
度には「史」を加え、理想に一歩近
づく。

早稲田大学大学院文学研究科博士後
期課程。文学修士。日本近現代文
学・文化。53歳。

文学部長　酒井　敏
　法学や政治学は、人
の生活や暮らしぶりが
扱う対象である。法治
社会では、国家や社会
の骨格にも関わる。そ

の性質上、実学的な側面をもつとと
もに、哲学とも通い合う。そのため、
流行り廃りの少ない分野でもある。
　法学部は、いま活力に溢れる。引
き続き、その魅力を学生に伝え、社
会に発信する学部運営を推進したい。

名古屋大学大学院法学研究科博士前
期課程。法学修士。刑事法。60歳。

法学部長　愛知　正博
　本学部は、既存の社
会科学を基盤としつつ
も、公共政策とビジネ
ス戦略、及び両者の融
合領域との関係性を探

求する学部であると、私自身は捉え
ている。こうした視点を踏まえて、
公務員志望の学生にも、公共の場だ
けではなく民間企業での職業体験も
推奨するなど、総合政策学部らしさ
が見て取れる学部改革に取り組んで
参りたい。

慶應義塾大学大学院法学研究科博士
後期課程。法学修士。行政学・地方
自治論。54歳。

総合政策学部長　桑原　英明

経済学部長　椿　建也
　1991年に商学部から
分離独立して経営学部
が発足してから22年が
過ぎた。人間でいえば
ちょうど大学を卒業し

て一本立ちのときである。これまで
もスタッフ一同は、専門知識を有し、
かつそれを応用することのできる職
業人の育成を目指してカリキュラム
の整備等に努めてきたが、これから
はより厳しく我々の真価が問われる
ことになるものと理解している。

慶應義塾大学大学院商学研究科博士
後期課程。商学修士。大学の財政と
会計制度。54歳。

経営学部長　梅田　守彦
　本年度から本学に新
たな工学部を開設した。
教育の特徴は、日本人
の優れたものづくり技
術の原点である「本物

を知っている」ことを重視して、体
験型の実験・実習により得られる経
験を大切にしている。未来を築く中
核技術者を育てるために、学生と教
員の距離を近くして温もりが伝わる
教育を目指して行きたい。

東京理科大学理工学部。博士（工学）。
感性工学。61歳。

工学部長　井口　弘和

プライド

新任教員新
任
・
退
職
教
員

退職教員

　グローバル化した経
済に対応する人材の養
成をめざすエグゼクテ
ィブ・プログラムも定
着し、成果を上げつつ

ある。こうした就職支援科目の強化
と同時に、大学生にふさわしい幅広
い教養の伝授、系統的な経済学の専
門教育の充実を通じて、今後とも、
卒業生が実社会で各々「持ち場」を
見出し、自己実現できるよう努めて
いきたい。

慶應義塾大学大学院経済学研究科博
士後期課程。Ph.D. in Social History
イギリス社会経済史。53歳。

。
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法学部　江頭　俊輔

式　

辞
（
大
要
）

学　

長　

北
川　

薫新入生　宣誓

3,297人が新しい　　　
　　　学生生活スタート

友
人
と
交
わ
り
、「
自
己
の
確
立
」
を

　

中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
こ
の
春
、
新
し
い
１
号
館
と
11
号

館
の
二
つ
の
高
層
ビ
ル
が
完
成
し
、

新
入
生
の
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

１
号
館
に
は
５
０
０
人
収
容
の
学
術

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
今
後
、
全
学
規
模

の
講
演
会
、
全
国
規
模
の
学
会
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
新
図
書
館
も
完
備

し
、
学
生
食
堂
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
も

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
号
館
に

は
工
学
部
の
研
究
室
な
ど
が
入
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
建
物
は
、

中
部
・
東
海
地
区
を
け
ん
引
し
て
い

く
知
的
教
育
ゾ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
の
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
パ
ー
ク
と
も
い
え

る
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ「
オ
ー
ロ

ラ
リ
ン
ク
」
は
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
強
化
拠
点
施
設
に
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
京
大
学
は
日
々
、

進
化
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
ぜ
ひ
、
多
く
の
友
人
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。
世
の
中
に
は
様

々
な
考
え
方
、
生
き
方
が
あ
り
ま
す
。

他
人
で
あ
る
友
人
の
考
え
方
や
行
動

様
式
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
を

も
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
学
の

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
学
術
と
ス
ポ

ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」
に
あ

る
、「
相
手
に
敬
意
を
持
つ
」
こ
と
と

は
、
自
分
を
知
る
こ
と
で
も
あ
る
の

で
す
。
友
人
と
交
わ
る
こ
と
で
「
自

己
の
確
立
」
を
心
が
け
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
教
職
員
と
仲
良
く
、
ま

た
互
い
に
信
頼
し
あ
う
こ
と
で
実
り

あ
る
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
志
と
勇
気
を
持
っ
て
事
に

あ
た
っ
て
い
く
か
ぎ
り
、
大
学
は
必

ず
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
の
中
京
大
学
入
学

式
が
４
月
１
日
、
日
本
特
殊
陶
業
市

民
会
館
で
午
前
と
午
後
の
２
部
に
分

か
れ
て
開
か
れ
、
11
学
部
３
２
０
９

人
の
新
入
生
と
大
学
院
に
進
学
し
た

88
人
の
計
３
２
９
７
人
が
、
新
た
な

学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

式
典
で
は
北
川
薫
学
長
が
「
み
な

さ
ん
が
学
問
に
、
文
化
活
動
に
ス
ポ

ー
ツ
に
と
、
溌
剌
と
し
た
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
、
中
京
大

学
は
応
援
し
ま
す
。
中
京
大
学
の
学

生
は
元
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
、
と
社

会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
教
職
員
と
仲
良
く
、
互
い

に
信
頼
し
あ
う
こ
と
で
、
実
り
あ
る

学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
梅
村
学
園
の
小
川
英
次
理

事
長
は
「
多
く
を
受
験
勉
強
に
費
や

し
た
高
校
生
活
か
ら
脱
却
し
、
立
ち

止
ま
っ
て
将
来
の
自
分
の
人
生
に
思

い
を
は
せ
る
時
間
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
時
に
は
、
激
動
の
現
代
社
会
に
生
き
る
人
生

の
出
発
点
を
発
見
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝

辞
を
贈
っ
た
。

　

こ
の
後
、
新
入
生
を
代

表
し
て
、
午
前
の
部
で
は

総
合
政
策
学
部
の
金
子
奈

央
さ
ん
が
、
午
後
の
部
で

は
法
学
部
の
江
頭
俊
輔
さ

ん
が
宣
誓
。
最
後
に
中
京

大
学
吹
奏
楽
団
の
伴
奏
で
、

混
声
合
唱
団
の
リ
ー
ド
に

合
わ
せ
て
全
員
で
学
歌
を

斉
唱
し
た
。

　

中
京
大
学
は
11
学
部
を
擁
す
る

総
合
大
学
で
あ
り
、
私
達
の
前
に

無
数
の
扉
を
開
い
て
く
れ
て
い
ま

す
。
専
門
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
友
人
、
先
輩
、
教
職
員
の

方
々
に
出
会
え
る
こ
と
を
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
中
京
大
学
に

は
多
く
の
外
国
人
留
学
生
や
世
界

的
な
ア
ス
リ
ー
ト
も
所
属
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
価
値
観
や
夢
を
持

つ
学
友
と
交
わ
り
、
共
に
学
業
に

励
み
、
教
職
員
の
方
々
に
ご
指
導

頂
き
な
が
ら
、
多
面
的
な
考
え
方

の
で
き
る
人
間
に
成
長
し
て
、
自

ら
の
進
む
道
を
決
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
、
私
達
の
社
会
に
は
、
領
土

問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
む
貿
易
や
国

際
金
融
の
問
題
、
憲
法
の
改
正
問

題
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

な
ど
、
答
え
や
解
決
策
の
見
え
な

2013年度　入学式を挙行

えがしら　しゅんすけ

（岐阜・可児高校）



学　長

副学長

《学部》

文学部長

国際英語学部長

国際教養学部長

心理学部長

現代社会学部長

法学部長

総合政策学部長

経済学部長

経営学部長

工学部長

スポーツ科学部長

《大学院研究科》

文学研究科長

国際英語学研究科長

心理学研究科長

社会学研究科長

法学研究科長

経済学研究科長

経営学研究科長

情報科学研究科長

体育学研究科長

ビジネス・イノベーション研究科長

法務研究科長

《研究機関・各種センター等》

社会科学研究所長

文化科学研究所長

企業研究所長

体育研究所長

経済研究所長

人工知能高等研究所長

法曹養成研究所長

図書館長

国際センター所長

情報センター長

エクステンションセンター所長

保健センター長

臨床心理相談室長

事務局長

2013年度 中京大学役職者
（4月1日現在）

経済学部附属

工学部・情報理工学部附置

法科大学院

（情報理工学部長）

（体育学部長）

　

大
学
で
の
４
年
間
で
、
少
し
ず

つ
将
来
の
目
標
を
見
つ
け
、
授
業

や
ゼ
ミ
活
動
を
通
し
て
達
成
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
は
授
業

で
行
わ
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
発

案
し
、
検
討
し
て
、
ど
う
し
た
ら

よ
り
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
、
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
。
中
京
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　金子　奈央

祝　

辞
（
大
要
）

梅
村
学
園
理
事
長　

小
川　
英
次 自

ら
学
び
取
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
て

　

大
学
は
学
生
が
主
体
的
に
勉
強
す

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
高

校
ま
で
の
与
え
ら
れ
る
授
業
で
は
な

く
、
問
題
を
自
ら
発
見
し
、
解
明
す

る
方
法
を
検
討
し
、
解
決
の
道
筋
を

組
み
立
て
る
力
、
つ
ま
り
、
自
ら
考

え
、
自
ら
解
決
し
、
文
章
や
会
話
に

よ
っ
て
説
得
す
る
力
を
修
得
す
る
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
待
っ
て
い
て
は

何
も
起
こ
ら
な
い
の
が
、
大
学
な
の

で
す
。
自
ら
進
ん
で
先
生
や
先
輩
に

教
え
を
乞
う
と
か
、
読
書
や
人
と
の

会
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
自
ら
学
び
取
る
姿
勢
を
身
に

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
未
来
は
明
る
い
」
と
信
じ
続
け
る

心
構
え
も
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
の
４
年
間
な
い
し
６
年
間
は
、

失
敗
や
挫
折
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
悩
む
こ
と
も
随
分
と
あ
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
憂
い
た

精
神
状
態
か
ら
、
向
上
す
る
姿
勢
は

何
一
つ
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
困
難
な
状

況
は
避
け
て
通
れ
な
い
覚
悟
を
も
っ

て
、
大
切
な
の
は
「
人
生
は
山
あ
り
、

谷
あ
り
」、
明
日
を
信
じ
る「
限
り
な

き
楽
観
」
で
す
。

　

多
く
を
受
験
勉
強
に
費
や
し
た
高

校
生
活
か
ら
脱
却
し
、
立
ち
止
ま
っ

て
将
来
の
自
分
の
人
生
に
思
い
を
は

せ
る
時
間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
卒
業
時
に
は
、
激

動
の
現
代
社
会
に
生
き
る
、
人
生
の

出
発
点
を
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

中
京
大
学
で
は
満
足
度
の
高
い
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
積
極
的
に
利
用
し
、
視
野

を
広
げ
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
実

力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
教
職

員
は
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

い
多
く
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
諸
問
題
を
、
大

学
生
と
な
っ
た
今
、
改
め
て
深
く

主
体
的
に
見
つ
め
、
中
京
大
学
の

４
年
間
を
、
自
分
な
り
の
答
え
や

技
能
を
獲
得
し
て
社
会
に
貢
献
す

る
力
を
得
る
有
益
な
時
間
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
、
じ
っ
く
り
学
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
高
校
の
３
年
間
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

仲
間
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
お

互
い
を
高
め
合
い
、
練
習
が
終
わ

っ
た
後
も
自
主
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
大
学
生
活
に
お
い
て
も
、
中
京

大
学
の
建
学
の
精
神
を
胸
に
刻
み
、

何
事
に
も
積
極
的
に
、
し
か
し
謙

虚
な
姿
勢
で
取
り
組
み
、
自
分
が

描
く
理
想
の
自
分
に
な
れ
る
よ
う

に
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

北川　　薫
安村　仁志

酒井　　敏
足立　公也
郡　　伸哉
坂井　　誠
野口　典子
愛知　正博
桑原　英明
椿　　建也
梅田　守彦

井口　弘和

梅村　義久

森下　純昭
吉川　　寛
向井　希宏
斉藤　尚文
檜山　幸夫
山田　光男
向日　恒喜
輿水　大和
桜井　伸二
宮川　正裕
横尾日出雄

檜山　幸夫
明木　茂夫
入江　恭平
菊池　秀夫

釜田　公良

長谷川純一

山田　幸彦
佐藤　　隆
白井　正敏
鈴木　崇児
栂　　正行
清水　卓也
神谷　栄治
北本　　暢

総合政策
学部

かねこ　　　な　お

（愛知・刈谷北高校）
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現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語）
国際英語学部（英米文化）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
情報理工学部
工学部
体育学部
スポーツ科学部
現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語）
国際英語学部（英米文化）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
情報理工学部（情報システム工）
情報理工学部（情報メディア工・機械情報工）
工学部
体育学部
スポーツ科学部
体育学部
スポーツ科学部
心理学部
情報理工学部
工学部
体育学部
スポーツ科学部
文学部
経営学部
国際英語学部（国際英語）
現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語）
国際英語学部（英米文化）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
情報理工学部（情報システム工）
情報理工学部（情報メディア工・機械情報工）
工学部
体育学部
スポーツ科学部

課外活動や資格対策に利用

キャンパス間連絡バス

１日に往復３便
　課外活動や資格取得を目指す学生
の利便性向上を目指し、2013年度か

ら「名古屋～豊田キャンパス間連絡バ
ス」の運行が始まった。対象は、名古屋
キャンパスと豊田キャンパスを移動す
る学生・大学院生のうち、課外活動ま
たは資格対策講座受講を目的とする
学生・大学院生と、資格課程科目を履
修している学生。学期ごとに総務課で
の利用申し込みが必要で、現在、
約200人に利用証が発行されて
いる。
　これまでは、部活動や資格対策
講座が通学地と異なるキャンパス
で行われる場合、電車と豊田キャ
ンパススクールバスを乗り継いで
往復する必要があった。学生には
費用の負担も大きく、連絡バスの
誕生が望まれていた。運行が始ま

り、従来よりも15分程度早く移動が可
能となる。春学期と秋学期の講義期間
に1日3往復し、豊田キャンパスからは
13時20分、16時50分、20時30分発。
名古屋キャンパスからは15時、18時
30分、21時40分発。
　男子バスケットボール部のマネージ
ャーを務める総合政策学部３年の加
藤優奈さんは、「乗り換えや待ち時間
があって電車が面倒だったので、直通
のバスができて便利になりました」と話
しており、学生の評判も上々だ。
　安村仁志副学長は「資格を取るのに
行き来する学生のお金の負担が解消
されてうれしい。両キャンパスの学生が
活発に交流するきっかけになってほし
い」とバスの利用を呼びかけていた。

資格センター主催

「AFP講座」説明会

FP協会理事長がエール

　資格センターが主催する2級ファ
イナンシャルプランナー（AFP）技能
士講座の開講説明会が4月15日に行
われ、約100人が参加した。当日は、
資格取得を目指す学生にエールを贈
ろうと、日本FP協会の白根壽晴理事
長が訪れた。
　白根理事長は、「FPの知識は金融
だけでなく、不動産などほかの業界に
も必要な知識。どんな分野に進むに
しろ役に立つ」と語った。本学では、
将来設計に即した資金計画やアドバ
イスを行うAFPの資格講座に加え、
金融業界でも幹部クラスが目指す上
級資格のCFP講座も開講している。
　総合政策学部2年の西田竣哉さん
も「難しい資格だと思うが、銀行な
どの金融業界を目指しているので、
将来のためにぜひ取りたい」と意気
込んでいた。

２
０
１
３
年
度　
在
学
生
の
学
費　
（
単
位:

円
）

授
業
料

教
育
充
実
費

実
験
実
習
費

合
計

オリエン
テーション
実習費
海外研修費

入学金
1年生 2年生 3年生 4年生

特別施設
設備費※

755,000
775,000
785,000
775,000
805,000
810,000
805,000
755,000
885,000

840,000
230,000
230,000
280,000
240,000
240,000
275,000
230,000
230,000
310,000
345,000

300,000

50,000
10,000
60,000

20,000

370,000
985,000
1,005,000
1,435,000
1,015,000
1,045,000
1,095,000
1,035,000
985,000
1,255,000
1,290,000

1,210,000

200,000
745,000
765,000
775,000
765,000
795,000
800,000
795,000
745,000

875,000

830,000
230,000
230,000
280,000
240,000
240,000
275,000
230,000
230,000

345,000

300,000

50,000
30,000

60,000

40,000
6,000
15,000
280,000
1,175,000
1,201,000
1,535,000
1,205,000
1,235,000
1,305,000
1,225,000
1,190,000

1,480,000

1,420,000

765,000
785,000
795,000
785,000
815,000
820,000
815,000
765,000
895,000

850,000
230,000
230,000
280,000
240,000
240,000
275,000
230,000
230,000
310,000
345,000

300,000

50,000
10,000
60,000

20,000

995,000
1,015,000
1,075,000
1,025,000
1,055,000
1,105,000
1,045,000
995,000
1,265,000
1,300,000

1,220,000

775,000
795,000
805,000
795,000
825,000
830,000
825,000
775,000
905,000

860,000

230,000
230,000
280,000
240,000
240,000
275,000
230,000
230,000
310,000
345,000

300,000

50,000

10,000
60,000

20,000

1,005,000
1,025,000
1,085,000
1,035,000
1,065,000
1,115,000
1,055,000
1,005,000
1,275,000
1,310,000

1,230,000

※4年生は「体育学部特別施設設備費」
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2013年度

入　試

総志願者32,788人
東海地区で1位

　本学の2013年度入学試験の総志
願者は対前年102.9％の32,788人と
なり、2年連続で東海地区の大学で志
願者数1位となった。
　試験区分別の志願者は、AO入試
152人、推薦入試2,527人、前期日程
入試26,731人、後期日程入試3,090
人、学園内推薦228人、特別入試60人。

　2月以降に行われたメーンとなる前
期日程入試（A方式、M方式、得意科目
重視型センタープラス方式、センター
試験利用方式3科目型・4科目型・5科
目型）の志願者26,731人は全国の大
学で25位。
　全試験における募集定員に対する
倍率は11.8倍（全試験平均）。
　今春開設した工学部の人気は高く、
志願者数6,152人。改組前の情報理
工学部と比較すると1,940人多く、期
待の大きさ伺える。学部別志願者数は
スポーツ科学部6,440人、工学部
6,152人、経営学部3,082人の順。

　試験会場は本学（名古屋、豊田両キ
ャンパス）のほか、全国15都道府県17
都市（札幌・東京・富山・金沢・福井・松
本・静岡・浜松・豊橋・岐阜・四日市・大
阪・岡山・広島・松山・福岡・那覇）で実
施された。

　本学は3月19日の卒業式で5人に博
士学位（課程博士4人、論文博士1人）
を授与した。
※経歴欄は順に現職（課程博士学位授与
者のうち、本学大学院研究科2012年度在籍
者は省略）、最終学歴、学位論文タイトル。

●課程博士／博士（心理学）
髙瀨　慎二さん
名古屋柳城短期大学講師▽本学心理
学研究科博士課程修了▽知覚的抑制
下における両眼情報の処理過程
●課程博士／博士（経営学）
宋　艶苓さん
本学経営学研究科博士課程修了▽現
代日本における雇用形態の多様化と
労働者－東海地域を事例として－
●課程博士／博士（情報科学）
早瀬　光浩さん
本学情報科学研究科博士課程修了▽
姿勢推定のためのシンプルモデルの提
案とその応用
●課程博士／博士（体育学）
水野　貴正さん
本学スポーツ科学部非常勤講師▽本
学体育学研究科博士課程修了▽静的
ストレッチング後の時間経過に伴う関
節可動域、筋および腱のスティフネス、
発揮トルクの変化
●論文博士／博士（心理学）
成本　忠正さん
東京福祉大学准教授▽本学心理学研
究科博士課程単位修得満期退学▽心
的に生成された視覚イメージの保持に
対するワーキングメモリの役割

試験区分
152
2,527
26,731
3,090
228
60

2013年度
150
2,480
25,927
3,000
262
31

2012年度
AO入試
推薦入試

前期日程入試　
※

後期日程入試　
※

学園内推薦入試
特別入試

試験区分別志願者数　（人）

※センター試験利用方式を含む

卒業式で
5人に授与

博士
学位学部 学科

2013年度　全入試方式（学部学科別）　志願・合格者数　（人）

定員 志願者数
2013年度 2012年度

合格者数
2013年度 2012年度

合計

文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
法

総合政策
経済
経営

工

情報理工

スポーツ科

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理

現代社会
法律

総合政策
経済
経営

機械システム工
電気電子工
情報工

メディア工
情報システム工
情報メディア工
機械情報工
スポーツ教育
競技スポーツ科
スポーツ健康科

730
677
1,351
1,159
1,256
2,091
2,668
2,343
1,938
2,901
3,082
2,008
1,737
1,538
869
‒
‒
‒

2,366
1,821
2,253
32,788

809
759
1,338
1,202
1,304
2,030
2,422
2,457
2,747
3,183
2,937

‒
‒
‒
‒

1,499
1,426
1,287
2,592
1,725
2,133
31,850

79
79
85
85
105
169
264
316
211
316
316
80
80
80
60
‒
‒
‒

130
255
80

2,790

379
316
478
485
574
730
1,409
1,193
856
1,335
1,176
475
452
421
307
‒
‒
‒

359
503
206

11,654

402
332
439
474
526
675
1,361
1,225
1,020
1,343
1,173

‒
‒
‒
‒

483
523
529
366
513
340

11,724

編　集　記
　東京ディズニーランドが開園30周
年を迎えました。老若男女を問わず、高
い支持を得ています。人気の秘訣は、
パレードやアトラクション、グッズなど
新しい企画を次 と々成功に導く発想力
とチャレンジ精神。もう一つ、従業員を
キャストと呼び、入場券売り、レストラン、
掃除などの担当も含め、全キャストが
最高の演技でもてなし、ゲスト（来場
者）を夢の国へと誘うディズニースピリ
ットです◆中京大学は2014年に開学
60周年を迎えます。建学の精神「学術
とスポーツの真剣味の殿堂たれ」には、
（1）ベストを尽くす（2）ルールを守る
（3）チームワークをつくる（4）相手に敬

意をもつ、というスポーツマンシップと
学術を結び合わせた中京スピリットが
謳われています。中京大生のイメージ
としても定着しています◆本誌20ペー
ジ（裏表紙）に掲載されているキャッチ
コピー「しなやかに挑み続ける新生・中
京大学」。知の拠点として新たな飛躍
を成し遂げるために、教職員が一丸と
なって改革に取り組んでいく決意が込
められています◆今春、工学部が誕生。
名古屋キャンパスには本部棟、図書
館・学術棟などが竣工し、本学の歴史
に新たな1ページが加わりました。来年
は節目の年。中京スピリットを胸に刻み、
挑戦する年になります。（は）
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　資格センターは、公務員試験や教員採用試験、学生がキャ
リアアップするための資格試験などの対策講座を開講し、学生
たちをサポートしている。
　講座の開講に先立って説明会を開き、これまでの合格実績
や、受講から試験までのスケジュール、合格を勝ち取るための
ポイントなどを学生たちに伝え、目標設定や自発的な取り組み
を促している。

　キャリアセンター主催のインターンシッププログラムは、本格
的な就職活動を行う3年生を中心に実施している。
　インターンシップに参加する狙いは①社会人との交流を通し
て職業観や専門性について考える②社会や経済の仕組みを
理解する③卒業後のキャリアについて考える④自分の学習成
果との関わりを深める、などがある。昨年度は200人以上の学
生が参加し、約120の企業・行政等で学んだ。
　キャリアセンターは「研修中や研修後に、企業等の担当者か
ら、ビジネスマナーや業務内容、コミュニケーション力、主体性な
どについて、アドバイスを受けることができる。職業観や人生観
を見つめ直すきっかけになる」と、学生たちにインターシップの
意義深さを伝えている。

■ 警察官合格コース　■ 公務員入門コース
■ 数的処理入門コース

公務員試験対策講座

1 教養＋人物＋論作文完成コース【応用編】

教員採用試験対策講座

1 ビジネススキル養成
社会人として必要なビジネスの基礎知識の習得

資格対策講座

2 基礎力養成コース

2 ＣＦＰ（11月受験）
銀行、証券、保険、不動産業界
への就職希望者に推奨。

3 簿記2級（2月受験）
会計に関する基礎知識の習得を
目指す。

資格センター主催「対策講座」

仲間と切磋琢磨し合格つかむ

A ガイダンス
応募方法の説明と、体験学生による報告会

B 応募期間

D インターンシップ期間

C 事前研修（ビジネスマナー研修）

2013
April

しなやかに挑み続ける新生・中京大学

公務員、教員、資格取得

開催日●5月13－15日（名古屋キャンパス）
　　　　5月14－15日（豊田キャンパス）

5月17－24日（キャリアセンターへ必要書類を提出）

夏季休暇期間を中心に研修（終了後、日誌および報告書を提出）

開催日●7月8、9、11、12日（名古屋キャンパス）
　　　　7月9－11日（豊田キャンパス）

説明会●7月　会場●名古屋・豊田両キャンパス
開講期間●10月開講（コースによって終了日が異なる）　
対象●全学年（コースによって対象学年が異なる）

説明会●7月　
会場●名古屋・豊田両キャンパス
開講期間●10―1月　
対象●3年生

説明会●7月　
会場●名古屋・豊田両キャンパス
開講期間●10－1月　
対象●2年生

説明会●7月　会場●名古屋・豊田両キャンパス
開講期間●9－12月　対象●全学年

説明会●6月　
会場●名古屋キャンパスのみ
開講期間●7－11月　
対象●受験資格（20歳以上、ＡＦＰ登録者）
　　　を有する者

説明会●6月　
会場●名古屋キャンパスのみ
開講期間●7－2月　
対象●簿記3級取得者

を

者）
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学生たちのキャリアアップを支援するために、国際センター、キャリアセンター、
資格センターが留学や英語力向上、インターンシップ、対策講座など、様々な
プログラム等を実施している。
今号では、5－7月に予定している説明会や報告会、ガイダンス等の日程を掲
載。各センターは「積極的に利用を」と学生に呼びかけている。

　国際センターは、交換留学や海外短期研修、英語力向上な
ど、学生たちをサポートするために様々な取り組みを行っている。
　交換留学については、基礎的な説明、先輩たちの体験報告
会、相談会などを複数回開き、学生たちに十分理解し納得できる
まで、何度も足を運ぶことを勧めている。

1 交換留学説明会（基礎編）
基礎的な留学情報を説明。

交換留学関連イベント

国際センター主催プログラム

先輩の留学体験を参考に

キャリアセンター主催

職業観、人生観を
見つめ直すきっかけに

英語力向上（ＴＯＥＦＬ関連）

2 体験報告会
昨年、交換留学に参加した学生が体験談を話す。
質疑応答あり。

3 個別相談ＷＥＥＫ
交換留学担当者が相談に応じる。

2 対策講座（春学期）

3 ＴＯＥＦＬ ＩＴＰ（学内テスト）

夏期休暇期間中にカナダ
（ビクトリア大学）、オーストラリ
ア（シドニー）で実施している
プログラムの詳細を説明。

海外短期研修
関連イベント

1 対策講座（夏期集中）

キャリアアップを支援
各種プログラムの積極利用を

交換留学／海外短期研修

インターンシッププログラム

開催日●5月13－17日　会場●名古屋キャンパス 国際センター

開催日●①5月27－31日、②6月10－14日、③7月8－12日　
会場●名古屋キャンパス

開催日●7月1－5日　会場●名古屋キャンパス 国際センター

開催日●5月　
会場●名古屋キャンパス

期間・回数●9月2－13日、全10回　申込締切●7月19日

期間・回数●5月15－7月17日、全10回
申込締切●5月10日

開催日●①6月1日、②6月29日、③7月20日
会場●名古屋キャンパス

ダ
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　大学時代、ゼミやサークル、アルバイトの仲間と過ごした
時間はかけがえのない思い出となり、胸に刻まれている。
　当時はサークル活動が盛んで、若者に人気だったテニ
スやスキー、バーベキュー大会、旅行など、自ら積極的に企

画した。仲間の意見を集約し、
旅行業者と価格面や内容面
で折衝し、失敗したら原因を
検証し、次に生かすことを繰り
返すうちに、企画力やマーケテ
ィング力、コミュニケーション
能力が無意識のうちに身に付
いていった。楽しかったから、
先輩や仲間と一緒だったから、
機動力が発揮できた。
　1986年にメカニカルパーツ
＆システム専門総合商社、日

本伝導精機株式会社（現・株式会社日伝）に入社。営業に
配属されたが、学生時代に培った経験や行動力が少なか
らず役に立ち、スムーズなスタートが切れた。25年の営業
経験などを経て、2011年社長に就任。「うちの社員は全員
誠実な人間ばかりだ」と信じ、社員との対話を重視し、良好
な関係を築いている。これまでの経験から、「楽しんでやる」、
「嘘をつかない」、「約束を守る」「相手の立場を考える」、
「失敗したら原因を検証し、次に生かす」など、「当たり前の
ことを当たり前にやる」ことが重要で、これがとても難しいこ
とを教訓として得る。こういったことは常日頃、社員に説い
ているが、本当は自身に一番言い聞かしている。
　人には経験を積む、体験をするのに適した時期がある。
大学4年間は、良いことも悪いことも素直に受け入れ、人間
的な経験値を高める最高の時期だ。様々な人と交流し、自
由な立場で、失敗を恐れず、チャレンジしよう。忘れてなら
ないのは、“楽しむこと”である。

●愛知県出身。1986年中京大学商学部卒。株式会社日伝入社。
2008年６月取締役営業推進部長、常務取締役営業本部長を経て、
2011年６月代表取締役社長に就任。趣味はゴルフ。好きな言葉は
「一期一会」。49歳。●株式会社日伝は、大阪に本社を置く東証一
部上場企業。従業員数は731名。

2013
April

しなやかに挑み続ける新生・中京大学

　会員数11万人を誇る中京大学
同窓会は、会員同士の交流や親睦
を図るとともに、母校の一層の発展
に貢献することを目的に各事業を
展開している。同窓会の組織には、
全国51と海外5の計56支部、教員
が構成員の学校部会、警察関係者
が構成員の警察部会などがある。
毎年、国体開催地で行う「全国同
窓会」、全国を6ブロックに分けて
行う「支部同窓会」など、定期的に
交流事業を実施している。
　ビジネス関連の交流を図る「名
刺交換会」は、同窓生同士のネットワークづくりが公私
に渡って生かせると好評で、毎年500人程が参加する。
大学祭期間に合わせて開催している「ホームカミングデ
ー」には2,000人が参加。ゼミやクラブ・サークルの仲間
との再会のきっかけになるので、毎年、楽しみにしている
という声が多く聞かれる。
　母校への貢献事業として、文化・芸術・スポーツなど
課外活動に優秀な成績を修めた学生に贈る「課外活動
奨励賞」があるほか、学校部会による「教員採用試験の
対策支援」、一部の支部による「Uターン就職支援」など
がある。同窓会活動は毎年発行される「同窓会通信」で
紹介されている。

会
員
数
11
万
人
の
力

母校と連携し活動
【中京大学　同窓会】

　5番目の同窓会海外支部「中京大学アメリ
カ合衆国東部支部」が設立され、総会が3月
7日ニューヨーク市内で開催された。総会に
は、現地在住の同窓生４人と、大学から梅村
清英理事ら3人が出席。大場邦明さん（66年
商学部卒）が支部長、石塚由紀さん（73年商
学部卒）が副支部長、原田はる枝さん（79年
文学部卒）が事務局長に選出された。
　総会後の懇親会には、国際センター主催
の「海外短期研修」に参加し、ニューヨークに
滞在していた学生12人も加わった。

●名刺交換会
450人の同窓生らが参加し、ビジネス等の情報を交換
（2013年1月26日、名古屋市内のホテル）

●アメリカ東部支部が設立

海外5番目の支部
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2013年度　教育懇談会日程

愛知県
愛知県
愛知県
福岡県
静岡県
熊本県
静岡県
岐阜県
徳島県
岐阜県
香川県
東京都
新潟県
群馬県
富山県
北海道
広島県
福島県
岡山県
山形県
愛知県
栃木県
茨城県
三重県
大阪府
宮崎県
三重県
滋賀県

名古屋市
豊田市
名古屋市
福岡市
浜松市
熊本市
静岡市
岐阜市
徳島市
高山市
高松市
新宿区
新潟市
高崎市
富山市
札幌市
広島市
郡山市
岡山市
山形市
豊橋市
宇都宮市
水戸市
四日市市
大阪市
宮崎市
松阪市
大津市

開催日
６月　８日
６月　８日
６月　９日
６月15日
６月15日
６月16日
６月16日
６月22日
６月22日
６月23日
６月23日
６月29日
６月29日
６月30日
６月30日
６月30日
７月　６日
７月　６日
７月　７日
７月　７日
７月　７日
７月13日
７月14日
７月20日
７月20日
７月20日
７月21日
７月21日

都道府県 開催都市
土
土
日
土
土
日
日
土
土
日
日
土
土
日
日
日
土
土
日
日
日
土
日
土
土
土
日
日

会　場
本学名古屋キャンパス　※対象学部は下記参照

本学豊田キャンパス　※対象学部は下記参照

本学名古屋キャンパス　※対象学部は下記参照

ホテルセントラーザ博多
グランドホテル浜松
ホテルニューオータニ熊本
ホテルセンチュリー静岡
岐阜都ホテル
ホテルクレメント徳島
高山グリーンホテル
JRホテルクレメント高松
京王プラザホテル
ホテルイタリア軒
高崎ワシントンホテルプラザ
ホテルグランテラス富山
札幌グランドホテル
ホテルニューヒロデン
ホテルプリシード郡山
後楽ホテル
山形国際ホテル
ホテルアソシア豊橋
チサンホテル宇都宮
水戸京成ホテル
四日市都ホテル
ホテルグランヴィア大阪
ホテルメリージュ
フレックスホテル
大津プリンスホテル

※本学会場の対象学部
6月8日（名古屋キャンパス）：
文学部・国際英語学部・法学部・経済学部
6月8日（豊田キャンパス）：
現代社会学部・工学部・情報理工学部・スポーツ科学部・体育学部
6月9日（名古屋キャンパス）：
国際教養学部・心理学部・経営学部・総合政策学部・工学部
※5月中旬に案内状を送付

教
育
、学
生
生
活
を
支
援

在学生の保護者組織

　在学生の保護者が会員となって組織する中京大学
教育後援会は、学生たちの教育、学生生活を支援す
るために、様 な々活動を行っている。
　成績優秀者を表彰する「教育奨励賞」では、2～4
年生200人程度に表彰状と奨励金を贈っている。経
済的に修学が困難になった学生への奨学金や災害
見舞金の給付、教育や課外活動に関する援助等も行

っている。
　保護者の皆さんに、授業や留学・就職等の支援体
制、学生生活等について理解を深めていただくために
「教育懇談会」を開催している。大学祭期間に合わせ
て開催している「キャンパス見学会」も好評で、昨年は
合計2,420人が参加。施設見学ツアーは行列ができ
るほど賑わった。教育後援会活動を報告するために
「教育後援会報」を毎年発行している。

●2013年度「教育懇談会」

６
〜
７
月
に
全
国
27
都
市
で
開
催

　教育後援会主催「教育懇談会」は、保護者の皆さ
んにカリキュラムや成績、留学、キャリアアップ、就職、
奨学金、クラブ活動について理解を深めていただくた
めに、毎年6－7月に開催されている。本学キャンパス
のほか、2013年度は北海道から九州まで全国25都
市で実施。中京大学教職員が各会場に出向き、全体
的な説明のほか、個々の相談にも応じる。
　詳細は校友会本部（052-835-7140）まで。

●キャンパス見学会
施設見学ツアーで図書館員から説明を受ける保護者ら
（2012年11月3日、名古屋キャンパス）

●教育奨励賞
成績優秀者に表彰状と奨励金を贈る杉野邦廣会長（2012年7月2日）

昨年646人の保護者が参加した本学名古屋キャンパス会場

【中京大学　教育後援会】
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　地上12階建てで、延べ面積約8,368平方メートル。
１、２階がラウンジとなっているほか、工学部研究室エリ
ア（４～７階）、会議室エリア（８階）、梅村学園本部や大
学の事務室エリア（９～12階）が設けられている。11号
館は１号館や２号館、３号館と「空中回廊」でつながって
おり、傘がなくても移動できる。

　３階の学術ホールは、梅村学園の梅村清明・初代理事
長の名前を取って「清明ホール」と名付けられた。500人
が収容でき、国際会議や講演会などに使われる。

　実験棟は地下１階、地上３階建て。延べ面積約
1,054平方メートルで、２号館の西に隣接して建てられ
た。４月からスタートした工学部機械システム工学科と
電気電子工学科の実験室や作業室が整備されている。
他の電波に干渉されずに携帯電話の電波を検査する
暗室や雷の実験ができる装置、コンピュータを使ってモ
ノを加工する機械加工室、組み立てを行う機械作業室
などがある。「ものづくりスクエア」の愛称で学生や教員
から呼ばれている。

　工学部が名古屋キャンパスに誕生したのに伴い、１号館
２階に全286席の学生食堂「レオーネ・ダイニング」がオー
プンした。センタービルにある既存の食堂「プレジール」も
引き続き営業しており、学生にとって選択肢が広がった。
　「レオーネ」を運営するのは、全国の企業や病院で食堂
などを手掛けるＬＥＯＣ。おしゃれなランチプレートやボ
リュームのあるバリューメニュー、丼などをレストラン風の
食器で提供する。また、パスタやデザートなど、外食店舗と
のコラボメニューを定期的に発表。人気のある「むつみ屋」
のラーメンなどが週替わりで登場する。
　カロリーや成分が表示されているので、ダイエットをしてい
る学生には参考になりそうだ。
　このほか、１階にオープンした「レオーネ・カフェ」は17時
まで営業し、14時までは「本日のバーガー」などランチメ
ニューやドリンクバーがある。キャンパス内の学食は計７
店舗になった。

2013
April

しなやかに挑み続ける新生・中京大学

新しい食堂・カフェ

清明ホール
500人収容の学術ホール

工学部の「ものづくりスクエア」

梅村学園本部、
工学部研究室など

キャンパス内の学食７店舗に

本部棟
（11号館）

実験棟
（17号館）

工学部
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　２０１４年の開学６０周年を前に、名古屋キャン
パスに待望の「図書館・学術棟（１号館）」「本部
棟（11号館）」「工学部実験棟（17号館）」が完
成した。名古屋の学術・大学ゾーンを貫く山手通
り沿いにあり、より質の高い、多様性のある勉学
環境を目指して進化を続けてきた本学の新たな
シンボルだ。新入生を迎え入れ、活気あふれる新
キャンパスの魅力を紹介しよう。

　７階建てのガラス張りのビルに一歩、足を踏み入れる
と、目に飛び込んでくるのが、１階から５階まで吹き抜け
となったアトリウムに浮かぶ長さ５メートル、幅２・４メー
トルの「翼竜の卵」のオブジェだ。
　「空飛ぶ恐竜」とも呼ばれる翼竜。パブリック空間の
アートを手掛ける作者の坂上直哉さんは、翼竜の卵に未
来を担う学生の姿を重ねた。
　オブジェに描かれた螺旋状の模様は、染色体や星雲
の渦と同じ左巻きで、「生の根本原理」を表し、「知育や創
造の永遠性」をイメージしているという。

　１、２階部分にある名古屋図書館の目玉の一つは、資
料やパソコンを使いながら作業ができる共同学習スペー
ス「ラーニング・スクエア」だ。学生同士が意見交換しな
がら課題のレポート作成、プレゼンテーションの練習など
ができる。44席あり、予約は不要だ。
　４月１日に図書館がオープンした後、友人とよく利用し
ているという国際英語学部４年の安井詠子さんは「教職
課程の勉強に使っています。討論や面接の練習をするの
にもぴったりのスペースです」と話す。
　黄色や赤のカラフルな椅子を配置した館内休憩ス
ペース「リフレッシュ・スクエア」も、名古屋図書館の売り
物。飲み物を飲んだりしてくつろげるため、多くの学生で
にぎわっている。
　名古屋図書館は隣の6号館の自動書庫と接続してい
て、全部で約50万冊の蔵書がある（収蔵可能スペースは
約80万冊）。館内で自由に利用できるノートパソコンを
30台準備する予定で、学生の学習を支援する。

より快適な
学びと交流の場
新キャンパスの魅力を紹介

翼竜たまご

ラーニング・スクエア

アトリウムに浮かぶオブジェ

図書館内に共同学習スペース

・学術棟
（1号館）

図書館

本部棟

図書館・学術棟
工学部実験棟
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しなやかに挑み続ける新生・中京大学

　中京大学名古屋キャンパス（名古屋
市昭和区）に図書館や学術ホール、教室
が入る「図書館・学術棟」（１号館）と「工
学部実験棟」（１７号館）が誕生し、先行
して始動していた「本部棟」（１１号館）と
合わせて、３月２７日に竣工式が行われ
た。文系学部と理系学部を併せ持つ本
学の「知の拠点」だ。ＣＯ２の排出量を削
減するために太陽光発電システムを導入
し、地下１２０メートルの井戸を掘って震災
など非常時における近隣のライフラインを
確保するなど環境対策にも力を注いでお
り、地域の新たなランドマークとなることを
目指している。

名古屋キャンパスに
「知の拠点」
「図書館・学術棟」「本部棟」
「工学部実験棟」が竣工

3,297人の新入生
決意を新たに臨んだ入学式
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